
Fig. (a) SEM image of Au lattice structure. (b) 
Extinction spectra of Au lattice structure before(dot 
line) and after(solid line) dye supporting. 
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１．概要（Summary） 
金属ナノ構造に誘起される局在表面プラズモンが示す

電場増強効果を利用し、光と物質の相互作用を極限まで

向上させた強結合系では、物質のエネルギー状態自体

が変調を起こす。一方、金属ナノ粒子を二次元格子状に

配置した格子構造体には、回折光と局在プラズモンが共

鳴する結果、散乱失活が抑制され、高い電場増強効果を

示す格子プラズモンが誘起されることが知られている。本

研究では、北海道大学ナノテクノロジープラットフォームの

設備を用いて作製した金格子構造体に有機色素を担持

することで、格子プラズモンによる強結合系の構築に取り

組んだ。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
超高精度電子ビーム描画装置 125KV 
ヘリコンスパッタリング装置 
 
【実験方法】 

24 mm 四方の導電性ガラス表面にレジスト溶液

（ZEP520A : ZEPA = 2 : 1）をスピンコート（300 rpm で 3 
s の後、4000 rpm で 60 s）し、160°C のホットプレート上

にて 3 min ベークした。CAD データに基づき加速電圧

125 kV、電流 50 pA の条件にて描画を行った。

ZED-N50 現像液に 60 s、ZMD-B リンス液に 10 s 浸漬

することで現像を行った。金を膜厚 100 nm の条件にてス

パッタリングした後、ZDMAC 剥離液中にてリフトオフを行

い、金格子構造体を作製した。その後、所属研究室内に

て基板上にシアニン系色素を担持し、顕微消光計測によ

り光学特性の評価を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig. (a)に示す SEM 像の様に六方格子状に金ナノ粒

子が配列した金格子構造体を作製した。Fig. (b)に示す

のは、格子プラズモンと同波長に吸収ピークを持つシアニ

ン系色素を構造体に担持した前後の系の消光スペクトル

である。色素担持後、消光ピークの分裂が確認でき、格子

プラズモンを用いた強結合系の構築に成功した。今後は

in-situ 電気化学顕微消光分光により、強結合状態下で

の光誘起電子移動反応について調査を行う予定である。 
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